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 令和８年第１回平取町議会臨時会 （開 会 午前 ９時３０分） 

 

高山議長 皆さん、おはようござ います。ただいまの出 席議員は、９名であり 、定足数に
達しておりますので会 議は成立します。ただ いまより、令和８年第 １回平取町
議会臨時会を開会します。直ちに本日の会議を開きます。 

日程第１、会議録署名 議員の指名を行います 。会議録署名議員は、 会議規則第
１２２条の規定により、２番中川議員と３番松澤議員を指名します。 

日程第２、会期の決定 を議題とします。この ことについて、本日、 議会運営委
員会を開催し協議をし ておりますので、その 結果を議会運営委員長 より報告願
います。３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

はい。本日招集されま した、令和８年第１回 平取町議会臨時会の議 会運営等に
つきましては、本日開 催しました議会運営委 員会において協議し、 会期につい
ては、本日、１月２９ 日の１日間とすること で、意見の一致をみて おりますの
で、議長よりお諮り願います。 

 

高山議長 お諮りします。ただい ま、議会運営委員長よ り報告がありましたと おり、会期
は本日１日間とすることにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間と決定しました。 

日程第３、報告第１号 、専決処分報告につい てを議題とします。提 案理由の説
明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 報告第１号につきましてご説明いたしますので、２１ページをお開きください。
令和７年度平取町一般 会計補正予算について 別紙のとおり専決処分 したので、
地方自治法第１７９条 第３項の規定により報 告し承認を求めるもの です。２２
ページをご覧ください 。令和７年度平取町一 般会計補正予算第１１ 号について
は、２月８日執行の衆 議院議員総選挙に係る 費用等についての補正 であり、そ
の準備に緊急を要する ため、地方自治法第１ ７９条第１項の規定に より専決処
分したものです。２３ ページをご覧ください 。令和７年度平取町一 般会計補正
予算第１１号は、次に 定めるところによるも のとします。第１条、 歳入歳出予
算の補正ですが、歳入歳出にそれぞれ８７３万７,０００円を追加し、予算の総
額を７８億７,６７７ 万７,０００円にしよ うとするものです。第 ２項、歳入歳
出予算の補正の区分及 び金額等については、 第１表、歳入歳出予算 補正により
ます。専決処分の日は 令和８年１月２０日で す。それでは、歳入歳 出予算事項
別明細書の歳出からご 説明いたしますので、 ２７ページをお開き願 います。上
段、２款４項３目衆議院議員選挙費８７３万７,０００円の追加です。その内訳
はまず、１節報酬１２０万２,０００円の追加で、これは選挙当日のそれぞれの
投票所における投票管 理者１名及び投票立会 人２名を配置しますが 、その報酬



- 2 - 

と、開票における管理 者１名と開票立会人１ ０名の報酬、さらに期 日前投票に
おける投票管理者１名 及び投票立会人２名の 報酬の合計を計上した ものです。
３節職員手当は４０５万４,０００円の追加です。これは期日前投票期間と投票
当 日 の 事 務 員 の 時 間 外 勤 務 手 当 ３ ９ ９ 万 ７,０ ０ ０ 円 と 管 理 職 特 別 勤 務 手 当 ５
万７,０００円を合計 し計上しております。 ７節報償費４３万６,０００円の追
加です。これは期日前 投票における臨時的任 用職員への謝金１１日 間分の延べ
人 数 ３ ３ 名 分 と し て ４ ３ 万 ６,０ ０ ０ 円 を 計 上 し て お り ま す 。 ８ 節 旅 費 １ ６ 万
４,０００円の追加です。費用弁償１４万円は期日前投票や選挙当日における事
務員及び立会人などの費用弁償で、普通旅費２万４,０００円は、職員が選挙物
品を受領するためなどの出張旅費です。１０節需用費６１万６,０００円の追加
です。消耗品費の２０ 万円は事務機器用消耗 品費などの購入費です 。食糧費４
０万６,０００円は選挙関係者の弁当代などを計上しております。修繕料１万円
は投開票機器の修繕料を計上しております。１１節役務費７０万２,０００円の
追加です。通信運搬費３７万７,０００円の追加ですが、これは入場券などの郵
送料を計上しております。手数料３２万５,０００円の追加です。これは開票機
器１２台の調整費です。１２節委託料１１５万２,０００円の追加です。これは
候補者用３９か所のポスター掲示板設置業務委託料６０万５,０００円、期日前
投票システムの保守委託料３１万６,０００円、選挙公報配布業務委託料２３万
１,０００円を計上し ております。１３節使 用料及び賃借料２６万 ７,０００円
の追加です。これは、 候補者用３９か所のポ スター掲示板のレンタ ル料を計上
しております。１７節備品購入費８万１,０００円の追加です。これは、投票所
に備えておく車椅子３ 台の購入費を計上して おります。１８節負担 金、補助及
び交付金６万３,０００円の追加です。これは、選挙関係者に事故などが発生し
た場合の保険事業の負 担金として、北海道市 町村総合事務組合に納 入するもの
です。財源は全額、国庫委託金を充当します。歳出については以上です。次に、
歳入についてご説明い たしますので、２６ペ ージをご覧ください。 上段、１５
款３項１目総務費国庫委託金、１節選挙費委託金８７３万７,０００円の追加で
す。これは歳出の衆議 院議員選挙費に充てる ため、国から委託金と して交付さ
れるものです。事項別 明細書のご説明につい ては以上となります。 なお、２８
ページはこの補正にお ける報酬及び職員手当 を給与費明細書に反映 したもので
すので、ご説明につい ては省略させていただ きます。以上、報告第 １号のご説
明をさせていただきましたので、ご承認くださいますようお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
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件について、承認することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したがって、日程第３、報告第１号、専決処分報告については、
承認することに決定しました。 

日程第４、議案第２号 、令和７年度平取町一 般会計補正予算第１２ 号を議題と
します。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第１号、令和７年 度一般会計補正予算第 １２号につきましてご 説明させて
いただきますので、１ ページをご覧ください 。令和７年度平取町一 般会計補正
予算第１２号は、次に 定めるところによりま す。第１条、歳入歳出 予算の補正
ですが、歳入歳出にそ れぞれ１億６,８８２ 万３,０００円を追加 し、予算の総
額を８０億４,５６０万円にしようとするものです。第２項、歳入歳出予算の補
正の区分及び金額等に ついては、第１表、歳 入歳出予算補正により ます。それ
では、歳入歳出予算事 項別明細書の歳出から ご説明いたしますので 、１０ペー
ジをお開き願います。 上段、２款１項９目企 画費、１８節負担金、 補助及び交
付金５００万円の追加 です。これは生活交通 確保対策事業費補助金 として、町
内を運行する路線バス 事業者である道南バス に対し、運賃等の収入 で賄うこと
のできない赤字分につ いて補助するものです 。今般の燃料費、人件 費等の高騰
の影響により、当初予算措置額は３,０００万円ですが、さらなる補助が必要と
なったことから、５００万円を追加するものです。財源は全額一般財源ですが、
この８割に特別交付税 措置があります。次に 下段、３款１項１目社 会福祉総務
費、１８節負担金、補助及び交付金５１２万９,０００円の追加です。これは国
の総合経済対策として 交付される物価高騰対 応重点支援地方創生臨 時交付金を
活用し、当町の実施計画に基づく事業の一つとして実施しようとするものです。
なお、この後の説明に あたっては、物価高騰 対応重点支援地方創生 臨時交付金
は、「臨時交付金」と、また、事業実施計画は「事業計画」と略して説明させて
いただきますので、ご 了承願います。本補正 の内容は、障がい者支 援施設すず
らん及びケアハウスし ずかの給食費、燃料費 、電気料について、令 和３年度と
比較した場合の令和７ 年度における物価上昇 分の２分の１の額を補 助するしよ
うとするものです。歳 出の内訳は別途配付さ せていただきました資 料に記載さ
せていただきましたの で、後ほどお読み取り 願います。財源は全額 、臨時交付
金を充当します。１１ ページをお開きくださ い。上段、３款１項２ 目老人福祉
費、１８節負担金、補助及び交付金５５３万４,０００円の追加です。これは臨
時交付金の事業計画に 基づき、平取かつら園 、ショートステイ、デ イサービス
センター、こころのホ ームふれないの給食費 、燃料費、電気料につ いて、令和
３年度と比較した場合 の令和７年度における 物価上昇分の２分の１ の額を補助
しようとするものです 。財源は全額、臨時交 付金を充当します。算 出の内訳は
別途配付させていただ きました資料に記載さ せていただきましたの でお読み取
り願います。次に下段 、３款１項４目福祉施 設費、１８節負担金、 補助及び交



- 4 - 

付金１５７万３,０００円の追加です。これは臨時交付金の事業計画に基づき、
公 衆 浴 場 と し て の び ら と り 温 泉 ゆ か ら に 係 る 年 間 の Ａ 重 油 使 用 量 ２ ２ 万 ８,０
００リッターに対し、 令和３年度と比較した 場合の上昇単価を１３ ．９６円と
して算出し、その２分 の１の額を補助しよう とするものです。財源 は全額、臨
時交付金を充当します 。１２ページをご覧く ださい。上段、３款２ 項１目児童
福祉総務費１,４７７ 万９,０００円の追加 です。これは国の総合 経済対策とし
て交付される物価高騰 子育て応援手当の支給 に関する予算及び臨時 交付金の事
業計画に基づく事業予 算の補正となります。 まず、子育て応援手当 の支給に係
る経費の補正について ですが、３節職員手当 １８万円、これは支給 事務に係る
職員の時間外勤務手当 を、１０節需用費、消 耗品費２０万円につい ては印刷機
等の消耗品費を、１１ 節役務費は、対象者へ の各種通知に係る郵便 料として通
信運搬費８万円、手当の振り込みに係る振込手数料として３万９,０００円を、
１ ２ 節 委 託 料 １ ９ 万 ８,０ ０ ０ 円 に つ い て は 手 当 支 給 に 係 る 事 務 支 援 業 務 の 委
託に係る委託料を、１ ８節子育て応援手当は 対象者６１０名に対し て２万円を
支給するとして１,２２０万円を計上しております。また、１８節の２項目目、
児童福祉施設等物価上昇軽減補助金１８８万２,０００円の追加ですが、これは
臨時交付金事業として 町内４か所の保育施設 の給食費、燃料費、電 気料につい
て、令和３年度と比較 した場合の令和７年度 における物価上昇分の ２分の１の
額を補助しようとする ものです。財源は全額 、国の交付金を充当し ます。算出
の内訳は別途配付させ ていただきました資料 に記載させていただき ましたので
お読み取り願います。次に下段、４款１項４目環境衛生費７８５万１,０００円
の追加です。７節報償費５５５万１,０００円の追加ですが、これは有害獣等の
捕獲数が当初予算の想 定よりも多くなる見込 みであることから、不 足する予算
を補正しようとするものです。エゾシカは当初予算では１頭あたり１万１,００
０円の３,５００頭分 、３,８５０万円を計 上しておりますが、こ れを２００頭
増加の３,７００頭と見込み、２２０万円の追加、特定外来生物であるアライグ
マも当初予算では１頭あたり３,０００円の８００頭分、２４０万円の計上です
が、７００頭分２１０ 万円の追加、ヒグマは 当初予算では１頭あた り３万円の
３０頭分、９０万円の 計上ですが、６頭分１ ８万円の追加、タヌキ は当初予算
で１頭あたり３,０００円の１５０頭分、４５万円の計上ですが、３５０頭分１
０５万円の追加、キツネは当初予算では１頭あたり３,０００円の１２０頭分、
３６万円の計上ですが 、７頭分２万１,００ ０円の追加、合わせて ５５５万１,

０００円を追加補正し ようとするものです。 １１節役務費、手数料 ２３０万円
の追加です。これはエゾシカ１頭あたり処理手数料を平均額で１万１,５００円
とし、２００頭分とし て算出し計上しており ます。道を経由する国 の交付金と
北海道地域づくり総合交付金とを合わせて２６６万８,０００円、残額の５１８
万 ３,０ ０ ０ 円 が 一 般 財 源 と な り ま す が 、 こ の ８ 割 に 特 別 交 付 税 措 置 が あ り ま
す。１３ページをご覧 ください。上段、４款 ２項１目小規模給水施 設費、１８
節負担金、補助及び交付金２２０万２,０００円の追加です。これは臨時交付金
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の事業計画に基づき、 地区水道使用者の水道 料金の負担軽減をすべ く、９つの
地 区 水 道 運 営 団 体 に ２ か 月 分 の 水 道 使 用 料 に 相 当 す る ２ ２ ０ 万 ２,０ ０ ０ 円 を
補助しようとするものです。財源は全額、臨時交付金を充当します。次に下段、
６款１項２目商工振興 費９,０９５万２,００ ０円の追加です。これ は臨時交付
金の事業計画に基づき 、町民１人あたり２万 円相当の地域応援券を 給付するた
めの事業費を補正する ものです。１０節需用 費、消耗品費３万円は 事務に必要
な消耗品の購入費用、１１節役務費、通信運搬費１２０万５,０００円は、地域
応 援 券 を ２,４ ０ ０ 世 帯 に ゆ う パ ッ ク で 郵 送 す る た め の 費 用 を 計 上 し て お り ま
す。１２節委託料については、地域応援券事業業務として町民人口４,３７０人
に２万円相当分の換金 業務と券やポスター等 の作成業務、これらを 合算して委
託料として８,９４７ 万９,０００円を補正 し、また地域応援券及 び案内資料の
封入業務等に係る事務 支援委託料として２３ 万８,０００円、合計 ８,９７１万
７,０００円の委託料を補正しようとするものです。財源は全額、臨時交付金を
充当します。１４ペー ジをお開きください。 上段、６款１項３目地 場産業振興
費、１８節負担金、補助及び交付金２５万４,０００円の追加です。これは地場
産業振興対策補助金に ついて、トマトや和牛 を活用した商品販売の ための事業
申請があったことによ り、補助金予算に不足 が生じるため、追加補 正しようと
するものです。財源は 全額、一般財源となり ます。下段、７款２項 １目道路維
持費、１４節工事請負費１,２９０万円の追加です。これは昨年９月の豪雨によ
り、紫雲古津川向大橋 の橋梁の一部が破損し たことによる補修工事 ですが、本
工事は災害復旧事業と しての実施を見込んで おりましたが適用除外 となり、そ
の後、国の補正予算に よる社会資本整備総合 交付金事業の対象事業 として内定
したことから、道路ス トック補修工事として 追加補正しようとする ものです。
財源は国庫補助金８４ ２万６,０００円、地 方債４４０万円、残額 ７万４,００
０円が一般財源となり ます。１５ページをご 覧ください。上段、７ 款４項１目
住宅管理費、１４節工事請負費２１４万９,０００円の追加です。これは公営住
宅の大規模改修工事に 係る補正ですが、今年 度は入居年数の長い入 居者の退去
が多くなったことによ り、住宅の改修箇所及 び規模が大きくなり、 予算が不足
する見込みとなったた め補正しようとするも のです。補正額は、現 在工事中の
二風谷町営住宅の改修に必要な額のうち、予算が不足する２１４万９,０００円
について補正しようとするものです。財源は全額、一般財源となります。下段、
１２款１項２目簡易水道事業会計繰出金、２７節繰出金２,０５０万円の追加で
す。これは臨時交付金 の事業計画に基づき、 早期に個人や中小企業 などへの物
価高騰負担増への軽減 を図るための対策とし て実施するもので、簡 易水道使用
者２,１７５戸への水道料金の２か月分の水道料を無償とし、そのために必要な
額を簡易水道事業会計に繰り出すための補正です。財源は臨時交付金を１,０８
３万１,０００円充当 し、残額９６６万９,０００円は一般財源と なります。歳
出については以上です 。次に、歳入について ご説明いたしますので 、７ページ
をお開きください。上 段、１０款１項１目１ 節地方交付税２,２３ ２万９,００



- 6 - 

０円の追加です。これ は、歳出の補正額から 特定財源を差し引いた 一般財源合
計額を普通交付税に求 めるものです。続いて 下段、１５款２項１目 総務費国庫
補助金、１節総務管理 費補助金１億１,８１ ０万３,０００円の追 加です。これ
は、国の物価高騰対応 重点支援地方創生臨時 交付金を各種事業に充 当するもの
です。８ページをご覧 ください。上段、１５ 款２項２目民生費国庫 補助金、２
節児童福祉費補助金１,２８９万７,０００円 の追加です。これは歳 出、児童福
祉総務費でご説明いた しました物価高騰子育 て応援手当の支給に関 する事業費
１,２２０万円及び事 務費６９万７,０００ 円の全額が補助金とし て交付される
ものです。次に下段、 １５款２項５目土木費 国庫補助金、１節道路 橋梁費補助
金８４２万６,０００円の追加です。これは歳出、道路維持費でご説明しました
道路ストック補修工事 に対する社会資本整備 総合交付金です。算出 は事業費の
６５．４５パーセント で内定を受けておりま す。９ページをご覧く ださい。上
段、１６款２項３目１節保健衛生費道補助金２６６万８,０００円の追加です。
これは歳出、環境衛生 費でご説明しました有 害鳥獣等の捕獲等に係 る道補助金
と し て 鳥 獣 被 害 防 止 緊 急 捕 獲 活 動 支 援 事 業 補 助 金 ２ ５ ４ 万 ８,０ ０ ０ 円 と 地 域
づくり総合交付金１２ 万円の補正となります 。下段、２２款１項６ 目１節道路
橋梁債４４０万円の追 加です。これは歳出、 道路維持費でご説明し ました道路
ストック補修工事の補 助残に対する財源とし て、防災・減災・国土 強靱化緊急
対策事業債を充当する ものです。事項別明細 書のご説明については 以上となり
ます。続いて、第２表 、繰越明許費について ご説明させていただき ますので４
ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 ６ 款 商 工 費 、 １ 項 商 工 費 、 平 取 町 地 域 応 援 券 事 業 ９,

０９５万２,０００円及び７款土木費、２項道路橋梁費、道路ストック整備事業
１,２９０万円について、事業が年度内に完了しないことが見込まれるためこれ
を繰越明許としようと するものです。続いて 、第３表、地方債補正 についてご
説明させていただきま すので５ページをお開 きください。道路スト ック整備事
業については、本補正により限度額を４,０７０万円とし、限度額の合計として
は補正前５億７,１６０万円のところ、補正額は５億７,６００万円となります。
１６ページには地方債 現在高に関する調書を 、また１７ページには 給与費明細
書を添付しており、本 補正額を反映した額を 記載しておりますので 後ほどお読
み取り願います。以上 、議案第１号のご説明 とさせていただきまし たので、ご
審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたの で、これから質疑を行 います。質疑ありませ んか。６番
崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。ただい まの補正の中の１２款 １項２目簡易水道事業 会計繰出金
２,０５０万、これについて質問させてもらいます。これについては合同常任委
員会の中でもかなり議 論をさせていただきま した。改めて確認をさ せていただ
きたいと思います。常 任委員会の時にもお話 をしたんですけども、 うちの町は
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基本料だけではなく、 メーター使用料までと いうことなので、私が 知ってる限
りでは全国的に例のな いケースだと思います んで、全国的な状況に ついて把握
をしておられれば教えていただきたいと思います。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

はい。ただいまのご質 問にお答えさせていた だきます。令和７年度 ７月ころで
すね、島根県の松江市 が水道料金、使用料の 全額減免という対応を していると
いうふうにホームページで確認をさせていただいております。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。全国でも１か所 だけということで、私 もあちらこちら聞かし てもらって
ます。ネットなんかで も見ていますけども、 まず出てこないという な状況だと
思います。それでそう いう状況の中でメータ ー使用料までうちの町 は減免をす
るという、そういう判 断に至った根拠、理由 について改めて伺いた いと思いま
す。 

 

高山議長 町長。 

 

町長 はい。私のほうから答 弁申し上げたいと存じ ます。前回の常任委員 会の中でも
お答えしたと思います けども、今回、重点支 援地方交付金というこ とで、国か
ら地方の景気浮揚とい いますか、物価高対策 ということで交付され る交付金と
いうことで、これは独 自に各自治体でその使 い道を考えなさい、と いう趣旨の
お金でございます。推 奨事業メニューとして ご存じのとおり、生活 者支援と事
業者支援というような 二つの項目がございま して、それぞれ５項目 ずつ、１０
項目、このようなこと に使うのは好ましいと いうような、国の指示 でもござい
ませんけども、内容が 提示されているところ でございます。私ども も１億３０
０万円というその限ら れた財源の中で、これ 全てを賄うようなもの ってのはな
かなか厳しい、難しい という状況であると。 これは今回ばかりでな く、以前も
ですね、そういうこと で、当町としての事業 の選択をどうすべきか ということ
を本当に毎回悩むところでございましたけれども、なるべくこういった項目を、
網羅すべきような事業 の検討はできないかと いうことで、前も言い ましたけど
直接的に町民がこの支 援の内容を実感できる ようなものを強く意識 すべきだと
いうようなことも含め て、これは一つ、全員 にその商品券で物価高 対策を緩和
するような支援を、い わゆる生活者支援とい うことでやらせていた だいたとい
うところでございまし て、ちょっと外れるよ うなあれなんですけど も、水道料
に関しても２か月分支 援することで、地区水 道はちょっとまた別の 支援であり
ますけども、あまねく ですね、事業者も含め た皆さんにそういった ものを支援
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できるんではないかと 。常任委員会の時に崎 廣議員からもですね、 それは例え
ば事業者等は、営業等 利潤につながるもので あるからそういうのは どうなんだ
というお話もございま すし、もっともっと高 齢者なり、低所得者に 厚くすべき
だというような意見も いただきまして、それ も本当にもっともなご 意見だと思
います。ただ、この推 奨事業の中で、やっぱ り中小企業もですね、 やはり、本
当に十分な支援とは言 いませんけども、こう いう事業の中で少しで も支援がで
きないかということで 、生活者支援と事業者 支援を合わせた形の支 援をしたい
なという考えでござい まして、事業者さんは まちまちですけども、 やっぱり使
う量も多い、負担も多 い。それから、一般の 家庭でもやっぱり家族 が多いと、
使う量も多いので、負 担も増えているという ことですので、やっぱ りそういう
ところに３月期かもし れませんけども、応分 に見合った支援をした いというよ
うなことを検討した結 果、料金を含めた支援 が、それにかなうんで はないかと
いうふうなことで、こ ういう形で提案させて いただいたということ でございま
す。以上です。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。前回の委員会と 同じ答弁だったと思う んですけども、３回目 なんで難し
いんですけども。営業 のほうまでというのは 基本料金だけでも十分 それは行き
届くんだと思うんです よね。例えば新ひだか が今回減免をするのは 、新ひだか
は家事用の部分だけで す。要は、一般の家庭 だけの上水道を、水道 料ですね、
この基本料を減免、下 水道の料金については 、一般の方っていいま すから、両
方とも営業が入ってい ない。うちの町は営業 用まで入れる。それで 、十分じゃ
ないかなと私は思いま す。公平性を保つため にもメーター料金まで の部分につ
いてはいかがなものか なと思っております。 ３回目ですんで確認を させてもら
いたいと思います。こ の後２号議案で水道事 業の部分が出てきます けれども、
ただいまの説明は、メ ーターの使用料まで減 額をするというのが町 の方針であ
って、第２号議案で水 道料金でも提案があり ますけども、それは、 この提案を
含めてっていうか、ま さか水道第２号議案で 手のひらを返して、い や違うこと
をやるんだっていうこ とはないと思うんです けども、第２号議案で も同じ扱い
になるっていうことで いいですかね。反対討 論の関係もありますん で、そこの
ところの取り扱いを教えていただきたいと思います。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

はい、お答えさせてい ただきます。第２号に あげさせていただいて いる提案と
しましては、第１号議 案の一般会計からの繰 出金を受けての繰入金 の歳入の変
更ということでの提案となりますので関連してございます。 
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高山議長 ほかに質疑ありませんか。４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

はい、４番木村です。 私もですね同じところ 、１５ページの部分な んですけど
も、ちょっとお聞きし たいんですけど、いた だいた資料の中ではで すね、ちょ
っと平均値が出てて、 よくわからなかったの で確認したいんですけ ど、平取町
内で一番水道料金、今 回メータ読みでですね 、要するに補助される 一番使って
いるところ、名前はい いですけど、その金額 を知りたいんですけれ ども、一番
少ないところとの金額を教えてください。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

はい。ただいまのご質 問にお答えさせていた だきます。今回、水道 料として１
番使っているところとしましては、水量が２,３００立米で３１万円となってお
ります。最低の料金としましては一般のところの基本料金２,２００円の消費税
ですので２,４２０円というのが最低となりますが、稀に使うという業者さんも
いらっしゃいますので 、こちらにつきまして は休栓料という形で毎 月納めてい
ただいていますので、 そちらの方は８００円 という方もいらっしゃ いますけれ
ども、使用されている方の最低としましては、２,４２０円となります。 

 

高山議長 ４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

はい。教えていただい てありがとうございま す。３１万ということ で１番使う
ところがですね、少ないところは２,４００円。この際約３１万円なんですね。
今町長が、崎廣議員の 中で答えていたように ですね、これ物価対策 って、生活
支援とか言ってました けど、こんだけこのね 、３１万も何ていうん すかね、補
助があたる人によって 、人、団体いろいろあ りますけども、こんな に差がある
のがいいことなのか。 これ物価対策支援とい うことであればね、や っぱり町民
にね、広く、何ていう んですかね、平等にす るべきではないかなと 思っている
んですよ。このことに ついては前回の常任委 員会の中でも、僕、言 ったと思う
んですけども、やはり これについて見直しが されなかったっていう のはすごく
残念なんですよね。こ こら辺の感覚はどうい うふうに思っているの か。大体こ
の水量を多く使って今 回補助を受ける個人、 団体っていうところは ですね、も
う大体商売やってると ころだと思うんです。 商売をやっているって いうことは
もう商売の売る金額の 中に水道料金というの は完全に含まれてると 思う。それ
に対して補助するとい うことは、これは要す るに、利益の２倍もら う、利益を
２回もらうようなもの で、これはちょっと不 公平にならないかと、 一般の家庭
であれば当然出すだけ なので、これ利益は出 ませんけども、これ商 売やってる
ところであれば、これ 二重取りみたいな形に なってしまうというこ ともあるの
で、これはちょっと不 公平ではないかなって いうふうに思うんです けど。ここ
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ら辺の認識はどうなってるのかちょっとお聞きしたい。 

 

高山議長 町長。 

 

町長 はい。お答え申し上げ ます。確かに使う量に 、それから個人と事業 者というこ
とで、当然差が出てく るわけでございまして 、分けて考えるといい ますかです
ね、先ほども言いまし たけども、そこで、利 益に当然経費が低くな るわけです
から、利益が向上する ということなんですけ ども、事業者支援とし てやっぱり
そこをですね、狙いと するというようなとこ ろもあると思うんです よね。個人
のやっぱり１番下の方 と上を比べると当然そ ういう差は出ますけど も、そこは
支援の種類の性格の違 いといいますか、そう いう認識で支援すべき だというふ
うに思っておりまして 、総体的に今、町内業 者の経営状況等も、私 も十分では
ないかもしれませんけ どいろんな話を聞く中 では、やっぱり物価高 対策で、す
ごい厳しいというなこ とも非常に多くの方か ら聞く機会も多いとい うようなこ
とで、やっぱりそこに 、同じく並べるとそう いう形になりますけど も、生活支
援と事業者支援という 意味ではですね、そう いう事業者のための、 やはり利潤
を少しでも上げるよう な支援をすべきだとい うことで考えていると ころでござ
います。 

 

高山議長 ４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

町長の今の答弁をいた だいてですね、各業者 からそういう話がある っていうの
もわかります。当然今 どの業種も大変だと思 いますよ。だけど水道 料金に関し
てはやっぱり偏ってし まうんじゃないかなと 思うんですよね、この 対策、水道
料金の対策では。やは り水道を使うところは いいけども、それは使 わないとこ
ろは今回の物価対策で 何も得られないのかっ ていうこと。そうであ れば今の町
長の答弁はちょっと違 うんじゃないかな。そ れであればまた違う方 法でね、こ
こで水道のメーター読みでやるんではなくて、違う、また項目を立ててですね、
物価対策するべきでは ないかなと思います。 すごくわかりにくくて 、本当にし
たらこれ、どこがどう いうふうにしてこれ軽 減されるんだろうとか っていうこ
とがあると思うんです けども、実際問題やっ ぱりうちがそういうあ れに当ては
まるのかないのか。っ ていうようなことがね 、やっぱり町民的にわ かりにくい
っていうとこもありま すので、これについて は再考したほうがいい んではない
かなって僕的には思っ ております。これはや っぱり町民一人一人が やはり公平
性を持って、自分が行 政に守られているんだ っていうような感覚を 持つために
もですね、ぜひ、ここ は再考を願いたいとい うふうにして思ってい ますので、
前回委員会の中でも言 いましたけども、今回 のことについてはちょ っと残念だ
なっていうふうにして 思っております。これ については今さら町長 が答弁した
のとはきっと変わらな いと思いますけど、僕 的には、３回目なので 、一応そう
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いう意見だっていうことで、よろしくお願いいたします。 

 

高山議長 ほか。８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

８番千葉です。歳出の １０ページ、２款１項 ９目１８節の負担金、 補助及び交
付金についてお伺いし たいと思います。生活 交通確保対策の事業費 補助金とい
うことで、路線バスの 維持に関わる補助を今 回５００万計上という 形になって
いまして、一般財源のほうから５００万ということですけども、３,０００万か
ら今度３,５００万の歳出という形になりますけども、常任委員会の中では、８
割交付税で算入される という説明で伺ってお りますけども、私は、 このままも
しですね、路線バスを 維持してる事業者に対 して、運転手も不足す る。それか
ら燃料費も高騰を続け ている。このままの状 態ではまだまだちょっ とエスカレ
ートしていくのかなと いう懸念を持ってます 。またそれによって、 町民の足と
なる利便性が増すかと 言ったら、全く現状維 持のまま。果たしてこ れでいいの
かなという私は疑問を 持っております。今後 こういった路線バスを 維持してい
く形をとっているので あれば、さらなる、い わゆる補正を組んで、 上積みして
いくことが本当に正し いのかな。その辺の先 の見通しをまず伺って おきたいと
思います。 

 

高山議長 まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。ただいまの質問 にお答えしたいと思い ます。ここ最近、ここ ３年ほどは
同じような理由で、こ の補助金の金額が上が っているっていうとこ ろがあるか
なというふうに考えて おりまして、それに対 して利用者数について も、今年で
いくと１便につき１． ４５人ぐらい減ってい るというような状況に なっており
ます。予算の説明にも あったとおり物価高騰 、あるいは運転手確保 のための労
働環境の改善等、その 分が経常経費に反映さ れて補助金が増えてい るというと
ころは間違いないかと 思います。見通しとし ても、今説明があった 重点支援で
も、生活者支援という ことで、まだこれから インフレ等が続くとい うような予
想のもと、重点支援が 行われたものと考えて おりますので、傾向と いうことで
問われるとこれについては、やはり不透明な部分はあるのかなと思ってまして、
ご指摘のとおりこれか らも補助金の金額が上 がっていくことってい うことも周
辺の状況を考えると端的に予想されるかなとは思っております。以上です。 

 

高山議長 ８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

８番千葉です。傾向と してまた増えていく可 能性は否定できないと いう答弁で
ございましたけども、 私はもっと町民の足の 在り方、路線バスの在 り方、交通
形 態 の い わ ゆ る 公 共 的 な 役 割 を 果 た し て い く 交 通 形 態 の 在 り 方 っ て い う も の
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は、やはり早急にです ね、私は議論をやっぱ り深めていく必要性が あるのかな
というふうに思ってお ります。乗車率からい っても費用対効果とい う視点でと
らえた場合は、私はこの３,５００万、本当にこれからもですね、また増え続け
ていくという考え方に 対しては、やはり一定 の議論、協議、特にピ ンポイント
で町民からの意見も伺 って、ちゃんとした対 策をこれからとってい くべき課題
なのかなというふうに 思っていますけども、 このことについて、将 来的にです
ね、路線バスの在り方 含めて、あるいは町内 の足の確保あるいは町 外に出る場
合もそうなんですけど も、全体的な交通網の 在り方について議論を 深めていく
考え方があるのかないのか、そのことについて伺っておきたいと思います。 

 

高山議長 町長。 

 

町長 はい、私からお答え申 し上げます。町民の足 の確保という視点で、 以前から千
葉議員等におかれまし てもそういったご質問 いただいているという なことでご
ざいまして、今、総合 計画の住民意向把握で 、今回またちょっと回 らせていた
だきますけれども、や っぱりこういう足の確 保について非常に訴え る方も多い
というふうな現状も私 ども把握しているとこ ろでございます。今回 は路線バス
の、道南バスへの補助 金ということになりま すけれども、本当にこ れ路線バス
等を含めた、今、うち が取り組んでいるデマ ンドなり、それから個 々のサロン
用ですとか、それから 病院のバスとかスクー ルバス等も含めて、そ ういう交通
手段をもっともっと総 括的に効率よく運行し て町民の足の確保を図 るべきだと
いうご質問だと思いま すけども、そのとおり だと思っております。 道南バスに
関しては、本当にもう こういう補助金の問題 もありますけども、い わゆる運行
する人材確保がもう相 当厳しい状況になって いるということでござ いまして、
うちのいわゆる日高西 部路線だけではなくて 、会社としてもっとも っと全体的
な路線の見直しにかか っているというような 状況でございまして、 そういった
中では今後、長期的に見てもこの路線を道南バスがずっと維持できるかという、
そういった問題も出て くるかなというふうに 現実としては私もそう 感じている
ところでございます。 そういった中で、じゃ あどうするかというこ となんです
けども、やっぱりその 公的な交通手段をもっ て、その辺をカバーす べきなんだ
ろうと。手段としては 非常にそういうところ の検討がある、必要に なってくる
んだろうなというふう に思っておりまして、 ただ、本当にご存じの とおり、足
の確保についてはすご いやっぱり、財源とい いますか、予算を投資 しなければ
ならないというような 現状もあって、そうい う状況になってこうい う交通手段
でやるぞとなれば、予 算的な配分も覚悟をし て、そういうところに もっともっ
と重点配分するという ようなことにもなろう かと思いますけども、 もうそれは
本当に、当町の重要な 政策課題の一つだとい う認識は変わりません ので、今後
いろんな状況を把握し ながら、ぜひ議会も含 めて、いろいろ検討さ せていただ
ければというふうに思 っています。それから まだまだ道南バスの現 状について
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も情報発信といいます か、情報共有というよ うなものも不足してい るところが
ありますので、ぜひそ れも機会を見て、議会 のほうにもいろんな情 報を共有さ
せていただいて、議論をさせていただければと思います。 

 

高山議長 ８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

８番千葉です。本当に 住んでいてわかるんで すけども、特に高齢者 の方からよ
く言われるのは、結局 、デマンドバス、ある いは福祉バス、それか らスクール
バス、それから病院の 送迎バスと、もう本当 に私は町としては手厚 くやってく
れてるんですけども、 それをやってくればく るほどですね、本当に この路線バ
スに対して維持するのに３,５００万を出していく、逆行してるんですよね。乗
車人数も当然町のほう の手当している交通網 でカバーできてくる範 囲がやっぱ
り広がってくるという ことになると、当然乗 る方も減ってくる。だ けども路線
バスを全くなくすわけ にはいかないという地 域的な立場も私、理解 しているん
ですよ、すごくね。ただ、いずれにしても、今後の見通しを考えたら、やはり、
この３,５００万が４,０００万になっていく、あるいは４,５００万になるのか
なという、そういった 懸念を持って、私は頭 がちょっと混乱してい る状態であ
りますよ。民間の事業 者も同じように運転手 の不足とか、高齢化、 それから燃
料の高騰と事業所自体 も大変な状態ではある と思うんですけども、 やはりほか
の自治体の事例とかも 私ちょっと調べている んですけども、やはり 民間もそう
なんですけども、まず は町民に対してどうい う形が一番その理にか なった足の
確保につながるのか、 やはり意見を徴収して もらいたいなというの が私の希望
であります。それによ って、当然交付税に算 入されない、自前のお 金で全てを
やるのがいいのか、あ るいはその路線バスを 最後まで最後の最後ま で、維持し
てくれる限り守ってっ たほうがいいのか。そ れから、町外に出る場 合の足の確
保はどうなのか。そん なこと含めて議論を深 めてもらいたいという ふうに思っ
ています。最後の質問 ですから付け加えてお きますけども、例えば 、デマンド
にしても、例えば本町 の人は富川までデマン ドで行けるわけですよ ね。ところ
がやっぱり貫気別、振 内、岩知志とかその奥 もそうなんですけど、 旭とかもそ
うなんですけども、や はりデマンド一つ乗っ ても乗り換えをしなが ら時間帯に
気遣いをしながら、そ して富川まで出ていく と。多分富川へ出てい く方の恐ら
く半分以上は買い物の 関係かな、あるいは病 院の関係もあるのかな 、どうなの
かっていうこともある んですけども、そうい った地域の格差がやっ ぱり生まれ
ている以上はこれから やっぱり、きっちりと やっぱり議論を深めて 、先ほど言
ったとおり町民の方々 の、特に高齢者とか女 性ドライバーの方々の 意見を聞き
ながらですね、進めて もらいたいということ を約束してもらえませ んでしょう
か。それもできるだけ 時間を置かないでやっ ていただきたいという 希望がある
んですけども、そのことについて最後に答弁求めます。 
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高山議長 町長。 

 

町長 はい。お答え申し上げ ます。今ご質問のあっ たとおりですね、私ど も、道南バ
スの状況等もありまし てね、やっぱり乗車す る方々のニーズとか、 層みたいな
のもですね、刻々変化 するという状況の中で 、今までもそういう検 討をしてき
たというようなところ もあるという認識もあ りますので、なかなか 目に見えた
効率的な交通体系が構 築されてないというの が現状だと思いますの で、さらに
ですね、いろんな状況を把握しながら検討させていただければと思いますので、
ご理解いただきたいと思います。 

 

高山議長 ほかに質疑ありませんか。４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

はい。１４ページの地 場産業の振興について ちょっとお聞きしたい んですけど
も。これは内容的にど ういうようなことが、 何を使って、どういう ものを作る
んだとか、そういうのがわかればちょっと教えていただきたい。 

 

高山議長 観光商工課長。 

 

観 光 商 工
課長 

ただいまの質問にお答 えさせていただきます 。地場産業の振興の補 助の内容に
なりますけれども、今 回、申請いただいた内 容につきましては振内 の和牛の飲
食店になるんですが、 そこでフリーズドライ の機械を導入をしてト マトですと
か、あと和牛とかお肉 関係もフリーズドライ する形で、新しい商品 として作っ
ていって販売をしてい きたいということで、 その分に対する補助と いうことに
なっております。以上です。 

 

高山議長 ４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

この地場産業、今まで ちょっと話出たのがち ょっと暗い話ばっかり なので、こ
ういう新しい商品を考 えるとか、平取町内で 生まれてくるというの は大変いい
ことかなというふうに 思っています。こうい うことはどんどんどん どんやって
いくとですね、ふるさ と納税の品目も増えた りなんかして、ふるさ と納税、こ
ういう何かやっていか ないことには、ヒット 商品って生まれないの で、一生懸
命みんなでそういうと ころを応援しながらヒ ット商品が生まれるよ うにやって
いくっていうのはすご くいいことだと思いま す。それでこれ一般財 源というこ
とになっていますけど も、これ一般財源の中 身っていうかですね、 今ふるさと
納 税 で 納 税 し て い た だ い て い る 皆 さ ん の 基 金 を 積 み 立 て な ん か し て い ま す け
ど、そういう中からこれは出るっていう形でいいんでしょうか。それとも一般、
本当に普通の一般財源から出るのかちょっと聞きたい。 
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高山議長 総務課長。 

 

総務課長 はい。ただいまのご質 問にお答えします。今 回の一般財源充当につ いては、通
常の一般財源からの充当ということでご理解いただければと思います。 

 

高山議長 ４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

４番木村です。はい。 今、普通の一般財源か らということで伺いま したけど、
ふるさと納税も観光商工課職員、もう一丸となって頑張っていただいてですね、
毎年、毎年、増えてい る状況があると思いま す。そういう中で、新 たな商品を
開発するっていう意味 で、先ほども言いまし たけども、やっぱりそ ういうのが
大事だと思うんですね 、率先的にやっていく っていう。やっぱり今 ふるさと納
税が増えているうちに ですね、やっぱりそう いうような項目を作っ て、どんど
んどんどん町民に積極 的に新しい商品の開発 なんかをやっていただ けるような
仕組みなんかを作って いただければなってい うのは、今回の補正予 算ちょっと
関係ないんですけども 、出たということもあ りますので、是非そこ ら辺はこの
ふるさと納税のほうの 予算を関わっている観 光商工のほうである程 度使えるよ
うな形にして、商品の 開発に進めていっても らいたいなというふう にして思い
ます。よろしくお願いします。 

 

高山議長 町長。 

 

町長 はい。ご質問の主旨を ですね受け止めさせて いただいて、本当にふ るさと納税
のみならず、やっぱり 地場で誇れるようなと いいますか、外に向か って情報発
信も兼ねて提供できる ような商品が一つでも 多くあることは本当に 地域として
望ましいというふうに 思ってまして、今回、 今本当にふるさと納税 に力を入れ
てるということで、担 当も、本当に一生懸命 頑張って、そういった 返礼品の開
発等に取り組んでおり ますので、もっともっ と関係者のいろんな知 恵も借りな
がらですね、そういうことに取り組んでまいりたいと思います。 

 

高山議長 ほか、質疑ございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、６番崎廣です。 議案第１号平取町一般 会計補正予算第１２号 につきまし
て反対の立場で討論い たします。今回提案さ れました補正予算の物 価高騰対応
重点支援地方創生臨時 交付金の活用事業につ きましては、１月１３ 日開催の総
務文教・産業厚生合同 常任委員会で事前の説 明がありました。その 際から、今
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回町がこの事業で取り 組む水道料金の基本料 金だけではなく、メー ター使用料
まで減免をするという水道料金減免事業２,０５０万について、公平性からも疑
問符が付く事業である と考えております。全 国的に水道料の減免に つきまして
は、物価高騰対策とし て取り組む自治体はあ ります。今年の夏も実 施をすると
いう東京都をはじめ、 近隣では新ひだか町も 実施をします。しかし 、その内容
は基本料金のみであり ます。新ひだか町にお きましては、上下水道 料金の基本
料金その対象者は、家 事用、一般用に限定を しております。対象者 を営業、団
体、農業、休栓の全世 帯、事業主まで拡大し ているのは、物価高騰 対策として
理解をしても、メータ ー使用料まで拡大する ことはいかがかと私は 思います。
町長は物価高騰対策を 実感してもらいたいと 言いますが、個人に商 品券２万円
を配布することで、実 感できますし、水道料 金の基本料金だけの減 免でも感じ
ることができると思い ます。予算に余裕があ るのであれば、減免期 間を２か月
から４か月に延長する ことが町民としては助 かるのではないでしょ うか。以上
の理由から、本補正予算の１２款１項２目簡易水道事業会計繰出金の事業内容、
水道料金の減免事業の 変更を求めるものであ ります。事業内容を変 更し、改め
て補正予算の再提出を 求めるものであります 。よって私はこの議案 第１号につ
いては反対をいたします。 

 

高山議長 次に原案に賛成の発言を許します。２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

今の減免に対して、私は賛成の立場で意見を述べさせてもらいたいと思います。
最初に建設水道課長が 資料を作ってくれまし たけども、これを参考 にして言い
ますけども、一般用に関しては一応、一般用の１件の平均、これが４,１６０円
となっていますけども 、やはり家庭人数が多 いところではこれ以上 の料金だと
思っております。それによってやはり、そういう差をなくすためにも、やはり、
一般用に関しては、全 員に対して減免するの か理想だと思っており ます。そし
てまた次に営業用、ま た農業用に関してです けども、これに水道が よく使われ
ているのは、飲食店、 また農業用に関しては 、いろいろ農業でもあ りますけど
も、酪農関係が一番使っているのではないかと思っております。この酪農関係、
また飲食店に関しては 、衛生面、本当に真剣 に、水を使って衛生面 ついては、
気を使っているところ でございます。保健所 の絡みもありますので 、どうして
もこれが衛生面に引っ かかると事業に支障を いたしますので、ここ の水道に関
しては、減免しても良 いのではないかと思い ます。先ほどから問題 になってい
る団体用なんですけど も、これに関してはい ろいろと意見はあると 思いますけ
ども、自分としてはで すね、主に町民利用の ために使用しているこ とから、一
応これに関しては、減 免でもいいんではない かというふうに思って おります。
実際水道に関しては生 活基盤ですのでね、や はりこれについては減 免申請の対
象にしてもよいのではないかという意見で述べさせてもらいます。 

 



- 17 - 

高山議長 反対討論ありませんか。４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

はい、４番木村です。 私は議案第１号につい て反対の立場から討論 させていた
だきたいと思います。 先ほど質問の中でも言 ってまいりましたけど も、やはり
ちょっとこう見えにく いところもありますし 、やはり何ていうんで すかね。商
売としてやる中で、そ の中の料金にも付加さ れているということも あります。
それとですね、やっぱ り一般家庭とが一緒に なるっていうことは、 これはどう
しても公平には思えな いということもありま して、やはりそこは先 ほど話もあ
りましたけども、それ であれば基本料金を２ か月でなくて４か月に するとか、
やっぱりそういうやり 方があるんではないか なと思います。それで 僕は本当か
らいえば基本料金を長 くするというよりはで すね、別立てしてもっ と各企業に
わかりやすい形で交付 する、助成するほうが よろしいんではないか なっていう
思いから、この議案第 １号については再考を お願いしたいというふ うな思いで
反対の意見で出させていただきたい、討論とさせていただきたいと思います。 

 

高山議長 ほか、討論ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手４名。反対の議員は挙手願います。 

（反対者挙手） 

４名挙手。採決の結果 、賛成・反対が同数で ございます。したがっ て、地方自
治法第１１６条の第１ 項の規定により、議長 が本案について採決を します。議
案第１号、令和７年平取町一般会計補正予算第１２号につきましては、議長は、
賛成と裁決します。し たがって、日程第４、 議案第１号、令和７年 度平取町一
般会計補正予算第１２号は、原案のとおり可決いたしました。 

日程第５、議案第２号 、令和７年度平取町簡 易水道事業会計補正予 算第２号を
議題とします。提案理由の説明を求めます。建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

それでは議案第２号、 令和７年度平取町簡易 水道事業会計補正予算 第２号につ
きまして、ご説明申し 上げますので、議案書 １８ページをご覧いた だきたいと
思います。今回の補正 につきましては物価高 騰対応重点支援地方創 生臨時交付
金事業に伴う変更でご ざいまして、先ほど一 般会計からの繰り出し のご承認を
いただきましたことに よるものでございます 。給水収入を減額し、 他会計補助
金の額を増額するもの でございます。第１条 、総則、令和７年度平 取町簡易水
道事業会計補正予算第 ２号は、次に定めると ころによるものとしま す。第２条
の収益的収入、令和７ 年度平取町簡易水道事 業会計予算、収益的収 入の予算額
を次のとおり補正する ものとします。第１款 第１項営業収益、第１ 目給水収益
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１億２,１６０万円を ２,０５０万円減額、 １億１１０万円とする ものでござい
ま す 。 第 ２ 項 営 業 外 収 益 、 第 １ 目 他 会 計 補 助 金 ５,５ ４ ５ 万 ３,０ ０ ０ 円 に ２,

０５０万円増額、７,５９５万３,０００円 とするものでございま す。第１款の
簡易水道事業収益総額 につきましては変更が ございません。第３条 、他会計か
らの補助金、予算第９ 条に定めた他会計から の補助金の金額を、次 のとおり補
正するものとします。 他会計補助金、既定予 定額８,６４６万円か ら２,０５０
万円増額し、１億６９ ６万円とするものです 。こちらの内訳でござ いますけれ
ども、３条収益的収入 ７,５９５万３,０００ 円が他会計補助金とな りまして、
４条分の資本的収入につきましても１００万７,０００円ございますので、合計
１億６９６万円となる ものでございます。２ ０ページ、収益的収入 の内訳をご
覧いただきたいと思い ます。収益的収入、１ 款１項１目給水収益の 内訳としま
して、第１節給水収益、専用詮使用料２,０５０万円の減額、１款１項１目他会
計補助金、１節他会計補助金、こちらは一般会計からの繰り入れとして２,０５
０万円の増額となりま す。１９ページの令和 ７年度平取町簡易水道 事業会計補
正予算実施計画につき ましては、記載のとお りとなってございます ので、お読
み取り願いたいと思い ます。以上ご説明申し 上げますので、ご審議 のほどよろ
しくお願いいたします。 

 

高山議長 説明が終わりましたの で、これから質疑を行 います。質疑ありませ んか。６番
崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。繰入金で２,０５０万をこういう形でやるんですけども、貸借対
照表含めて、要は営業 収入が減額になって補 助金が増えるという部 分では、水
道会計の何ていうんす かね、貸借対照表を読 み込む上で支障が出な いんですか
ね。補助金のウエイトが多くなってきて営業収入は減額になるという意味では、
そういったところは問題ありませんか。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

はい、お答えさせてい ただきます。お気遣い ありがとうございます 。その辺確
認させていただきまし たけれども、今回影響 は出ないということを 確認をさせ
ていただきました。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。こうい う形で繰り入れをする というやり方がいいの か、それと
も 個 人 の 使 用 料 に 対 し て そ れ を 町 が 払 う と い う や り 方 も あ る と 思 う ん で す よ
ね。要は営業収入を残 す、営業収入で受ける というやり方。恐らく どちらかが
あったんだと思うんで すけども、このやり方 をとったのは、何か会 計上の問題
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があるのか、それとも こちらのほうがリスク がないのかだとか、そ ういう判断
はどういう判断で、こ れは町側の判断もある と思うんですけども、 繰出金、繰
入金という処理をする のか、請求行為を一旦 起こしてそれに対して 町が支払う
というやり方で営業収 入を確保するというそ ういう２つのやり方が あると思う
んですけども、このや り方をとった理由につ いて教えていただきた いと思いま
す。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

ご説明申し上げます。 ただいまの質問でござ いますけれども、今回 の補助金に
つきましては町が事業 主体となってございま して、そちらから会計 に入れてい
ただくという手法を採 用したことから、今回 の提案とさせていただ いておりま
す。 

 

高山議長 ６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、６番崎廣です。 町が補助金、や、だか ら、受け手として、そ ういう形で
受けるのかそれとも、 当然メーター検針に基 づくメーター使用料ま でいくわけ
ですから、そこに請求 行為が起きるはずなん です。それに対して町 が埋めると
いう、営業収入に対して埋めるという形にはならなかったんですかね。 

 

高山議長 建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

ただいまの質問につきまして、ちょっと確認させていただいてよろしいですか。 
 

高山議長 ほか、質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

ないようですので、答 弁調整するので少々お 待ちください。答弁に 時間がかか
りそうなので、休憩します。 

 

（休 憩 午前１０時５２分） 

（再 開 午前１１時０４分） 

 

高山議長 それでは再開いたしま す。再開前の答弁調整 について、建設水道課 長から答弁
をお願いします。 

 

建 設 水 道
課長 

はい。大変申し訳ござ いませんでした。先ほ ど崎廣議員からいただ きました質
問なんですけれども、 今回、水道料全額減免 するということから、 まず、この
営業的収益の減額をさ せていただくことを考 えました。それで、他 会計補助金
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から、一般会計からの 繰入金をいただくとい うことで、今回補正さ せていただ
いているわけなんです けれども、今回の処理 としましては、一度調 定というか
水道料金の請求という か、その金額的なもの は当然のごとくやらせ ていただき
まして、額をゼロにし て各利用者さんにはが き等の通知を行う予定 です。ゼロ
にした金額を町から補 助金として繰り入れる という形の処理をしよ うとしたこ
とから今回のような形 の補正の提案とさせて いただいた次第です。 ちょっと説
明になっているかどう か申し訳ありませんけ ど、そういうような流 れで今回の
提案とさせていただいております。 

 

高山議長 ほか、質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本案について 、原案のと
おり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第５、議案 第２号、令和７年度平 取町簡易水
道事業会計補正予算第２号は、原案のとおり可決しました。 

本臨時会に付された事件の審議状況について報告します。報告１件で承認１件、
議案２件で、原案可決２件となっています。 

以上で、全日程を終了 しましたので、令和８ 年第１回平取町議会臨 時会を閉会
します。お疲れ様でした。 

 

  

（閉 会 午前１１時０８分） 

 


